
実績 実施状況と課題

20

豊中版ブッ
クスタート事
業「えほん
はじめまし
て」

赤ちゃんにとって親子のふ
れあいや温かい語りかけ
が大切なこと、赤ちゃんと
一緒に絵本を読み合う楽し
さを伝える事業。図書館が
子育て支援の場であること
や利用の方法についても
伝える。引き続き４か月児
健診時、市内３ヵ所の会場
で行う。絵本のリストや図
書館の案内、子ども文庫
のしおり等を配布する。ま
た健診未受診者へ「えほん
はじめまして」の資料を配
布するなど、状況に応じて
働きかけを行う。
〔123にも掲載していま
す。〕

継
続

○

受
診
者
数
/
受
診
率

3,427
人
94.4%

乳幼児と絵本を楽しむことへ関心を持ってもらえ、図
書館が子育て支援の場であることも認知されてきた。
本の借り出しやおはなし会等図書館の利用につな
がっている。一方で居宅親子への支援のあり方等課
題も見えてきた。平成２２年度は会場でのスタッフによ
る声掛け集をまとめ、共通認識を高めることに努め
た。

○市立
図書館
健康支
援室
豊中子ど
も文庫連
絡会

21

乳幼児向け
おはなし会
「ほっとタイ
ム」
年齢別ほっ
とタイム「う
きうきタイ
ム」

「ほっとタイム」ではプレイ
ルームに来館した０歳～就
学前の子どもと保護者を対
象に、あそびを提供し、気
軽に参加してもらい、子ど
も同士や保護者同士の仲
間作りの場で絵本の読み
聞かせや年齢にあった絵
本の紹介を行う。　またこ
れらの事業を年齢別に行う
「うきうきタイム」もあわせ
て実施する。

継
続

○

実
施
回
数
/
人
数

セン
ター
422回
4,027
組
8,621
人
ほっぺ
56回
1,343
組
2,803
人

１０月より地域子育て支援センターが７ヵ所増設。全
センターでお話し会が実施される。年間の予定は情
報誌「てくてく」で、ホームページや携帯配信での定期
的な情報発信を行い、回を重ねるごとにお話し会を楽
しみに参加される方が増えてきた。読み手も保育士
から保護者にしていただくことで、“してもらう”から“し
てあげる”という形態に変えていくことで、絵本を通し
て保護者の子育て力の向上につなげていけるような
取り組みが尐しずつ出来るようになってきた。

子育て支
援セン
ター

22

親と子の遊
びのひろば
「パンダグ
ループ」
「こぐまグ
ループ」

「パンダグループ」では２・
３歳の子どもとその保護者
を対象に、あそびや情報の
提供をする中で保護者同
士が子育ての楽しさを実感
したり、悩みを出し合い、
地域の中でつながる機会
となっている。また「こぐま
グループ」は１歳６か月か
ら２歳未満の子どもと保護
者を対象に遊びや情報提
供を行っている。これらの
取り組みの場で絵本の読
み聞かせや年齢にあった
絵本の紹介を行う。

継
続

○

実
施
回
数
/
人
数

パンダ
488回
10,096

人
こぐま
176回
4,360

人

絵本の読み聞かせ（保育士・保護者）は充実してい
る。絵本や紙芝居の内容も保護者同士で相談し工夫
を凝らして披露してくれるので子どもたちも喜んでみ
ている。その子どもが喜ぶ姿を見て、保護者も自信を
持ちつながっていけるきっかけづくりになっている。目
的や内容に合わせた絵本を提供して会を重ねること
で絵本を見る雰囲気や期待感が出てきた。パンダは
年齢に幅があるので参加児の様子に合わせた内容
を選び絵本に親しみやすい工夫をおこなっている。保
護者同士が子どもの好きな絵本を紹介しあい、保護
者が仲良くつながっていけるような機会も作ってい
る。

子育て支
援セン
ター

23 「出前講座」

地域の子育てサロン・子育
てサークル等に出向き、遊
び提供の場での読書活動
（絵本・紙芝居・ペープサー
ト・パネルシアター等）を推
進する。

継
続

○

実
施
回
数

631回
9,069
組
19,353
人

公園・サロン・サークル・午後の幼稚園・小学校の空
き室など、居宅の親子が出向きやすい場所で読み聞
かせができる機会を多く作り実施した。

子育て支
援セン
ター

NO. 事業名 事業内容

２．地域の公共施設等における子ども読書活動の推進
子どもと保護者への取り組みの充実

指
標

平成22年度（2010年）実績 関係部
局・団
体

区
分

状
況
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実績 実施状況と課題

24

「センター講
座」
「ほっぺ講
座」

子育て支援センターで、保
護者向けに子どもの読書
の楽しさ、大切さを伝える
講座を行う。　各センター
の講座に参加することで職
員の研修として活用する．
また課題などについてセン
ター間で情報を共有し、事
業点検を行う。

継
続

○

保
護
者
向
け
講
座
実
施
回
数

セン
ター48
回594
組
1,263
人
ほっぺ
13回
195組
410人

講座に対しての保護者のニーズは高く、実施するセン
ターも増えてきた。今年度は「子育ての中に絵本を」
「親子で絵本を楽しもう。０才児対象・１歳児対象」年
齢別であったり、大人向けに「親子での楽しいひと時
を持とう」など、読み聞かせや絵本の紹介だけでなく、
テーマや講座のねらいが広がり、内容も深まってきて
いる。保護者の感想より「絵本の紹介や絵本の選び
方、読み聞かせ方など教えていただいてよかった」
「絵本に親しむきっかけづくりになった」「専門家の意
見に触れる機会になった」と好評である。

○子育て
支援セン
ター
市立図
書館

25
「子育て総
合支援事
業」

子育ち・子育て支援講座や
育児相談事業の中で、子
どもと本に関する講演会や
相談を行う。
全市立幼稚園（７園）実施

継
続

○

実
施
回
数
/
参
加
者
人
数

4回
83人

絵本の楽しさを大人自身が実感できる講座として好
評である。講師のゆったりとしたよみきかせに、ほっと
できる時間ですという感想あり。

幼児教
育支援セ
ンターた
んぽぽ

26
フリース
ペース

就学前の親子を対象に週
２回、親子でくつろげる場
を提供する。また、毎回絵
本の読み聞かせやエプロ
ンシアターなどを行う。

継
続

○

実
施
回
数
/
参
加
者
人
数

97回
3,483

人

１～２歳児の親子が多いのでわかりやすく絵の大きな
絵本を選ぶことが多い。毎回読むことでいろいろな絵
本に親しみ、みんなで聞くという経験にもなっている。

幼児教
育支援セ
ンターた
んぽぽ

27
親子たんぽ
ぽ体験教室

未就園児の親子を対象と
するプログラムで毎回絵本
の読み聞かせを行う。
（てしま幼稚園としんでん
幼稚園で実施）

継
続

○

実
施
回
数
/
参
加
者
人
数

70組
10回
×７

クール
×2園

その日の遊びのイメージがもてるような絵本を選んだ
り、毎回いろいろな絵本を読むことで子どもの興味・
関心が広がった。
(平成２３年度で終了予定）

幼児教
育支援セ
ンターた
んぽぽ

28 図書貸出

幼児教育支援センターた
んぽぽに図書スペースを
設置し、フリースペースの
参加者や子育て中の保護
者を対象に絵本や子育て
に関する図書の貸出を行
う。

継
続

○

貸
出
人
数
/
貸
出
冊
数

189人
536冊

新しい絵本を購入することで利用者、冊数が大幅に
ふえた。お気に入りの絵本のシリーズのリクエストが
あり、何度も借りる親子もいる。

幼児教
育支援セ
ンターた
んぽぽ

29 情報相談
子育てに関する相談の中
で絵本にふれる機会を提
供する。

継
続

○

子
育
て
に
関
す
る
情
報
相
談

3件
利用案内や講座案内の折に絵本を案内する機会が
ある。

すてっぷ

NO.

平成22年度（2010年）実績
状
況

指
標

事業内容
区
分

関係部
局・団
体

事業名
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実績 実施状況と課題

お父さん・お
じいさんへ
の働きかけ

お父さんへの家事参加を
働きかける講座に、絵本を
紹介し親子での利用につ
なげる。

継
続

○

リ
ス
ト
掲
載
冊
数
/
配
布
枚
数

テーマ
展示リ
スト30
冊・
155枚

テーマ展示「家族の中のお父さん」リスト作成。
お父さん・おじいさんが参加される講座に絵本や児童
書なども設置し、手に取る機会を設けている。
子や孫と来室する対象者へ今後も積極的に働きかけ
たい。

31
お父さん・お
じいさんへ
の働きかけ

お父さん、おじいさんなど
に絵本への関心を広める
機会の提供を行う

継
続

○

参
加
人
数

千里
100人

「みんなあつまれわくわくランド」の絵本コーナー内に
“お父さんと楽しむ絵本”を展示した。すこやかプラザ
会場には岡町図書館、千里体育館には千里図書館
が参加した。千里図書館では図書館利用者の要望も
あり、「えほんにたっち！」「おはなしワールド」をお父
さんも参加しやすい土・日開催にした。

市立図
書館

32
子育てグ
ループ活動
への支援

公民館グループで活動す
る子育てサークルに子ども
の読書に関する講座や情
報の提供を行う。

継
続

○
図書館のリサイクル本を活用した、図書コーナーを中
央公民館のロビーに設置している

公民館

33 啓発講座
子どもの読書の楽しさや大
切さを伝える講座を開催す
る。

継
続

□
「祖父の子育て、パパの子育て、イクメン講座」で、絵
本の読み聞かせを取り上げることを検討中。

すてっぷ

34
保護者向け
講座の開催

子どもの読書の楽しさや大
切さを伝える講座を開催す
る。

継
続

○

参
加
人
数

14人
読み聞かせにチャレンジ！、３・４・５才児と、その保護
者を対象として、現役大学生による楽しい読み聞かせ
についての学習機会を提供した。

公民館

子どもたちの身近な施設で
おはなし会を開催し、本や
おはなしを楽しむ機会をつ
くる。

継
続

○

回
数
/
参
加
人
数

24回
910名
参加

すてっぷ登録団体「おはなし会とっとこ」が、月に２回
(第１、３月曜日)すてっぷロビーのキッズスペースで、
親子を対象とした「絵本の読み聞かせと手あそび」を
実施。絵本と手あそびを通して、豊かな感性を持った
子どもの育成を目指し、親子のふれあいの場とする。
参加人数を増やすこと、読み手の育成が課題であ
る。

すてっぷ

子どもたちが生活の一部と
して利用している児童館の
中でおはなし会を開き、本
やお話に親しむ機会ときっ
かけを作っていく。

継
続

○

回
数
/
参
加
人
数

10回
89人

ロビーや部屋を会場にしながら、お話の前に集まる子
どもだけでなく、他の遊びをしている子どもの視界にも
届く場所にておはなし会をしてみる。小学生は学年が
上がるにつれ「読んでもらう」は自分のペースでは進
まないので面倒くさい様子もあるが、視界に入ること
で興味をもち、よってくる子どもや遠めでも観ている姿
もある。

豊中人
権まちづ
くりセン
ター

子どもたちの身近な施設で
おはなし会を開催し、本や
おはなしを楽しむ機会をつ
くる。

継
続

○

回
数
/
参
加
人
数

87回
554人

毎週水・金３：００から４：００まで絵本の紹介と工作を
実施。また年３回、おはなしポケットによるおはなし会
を実施。おはなし会のあとにはおりがみを楽しむ会も
実施している。
利用者のニーズに応じた内容を更に検討していきた
い。

庄内尐
年文化
館

おはなし会35

NO. 事業名

30

・親子でDVDを見ている。　・父子で利用している。

事業内容
区
分

状
況

指
標

平成22年度（2010年）実績

すてっぷ

関係部
局・団
体
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実績 実施状況と課題

おはなし会

放課後こどもクラブの活動
の一環として、ボランティア
によるおはなし会を開催し,
本やおはなしを楽しむ機会
をつくる。

継
続

○

回
数
/
参
加
人
数

335回
14,885
人

放課後こどもクラブで定期的に「おはなしボランティア
ポケット」などによるおはなし会を開催し、本やおはな
しを楽しむ機会をつくる。

36 図書館訪問

放課後こどもクラブの校外
活動の一環として、図書館
を訪問し、子どもたちが本
を読んだり図書館が開催
するおはなし会に参加して
おはなしに親しむ機会をつ
くる。

継
続

○
校外活動として図書館を訪問している。一度、訪問す
ると、子どもも喜び、訪問していないクラブにも利用の
促進を図りたい。

放課後
こども
クラブ
チーム

図書リスト
の配布や子
どもへの学
習相談

男女共同参画及び自己尊
重の心を育むための図書
リストを作成し、配布する。
また、学校司書や教員を
通してのレファレンスに応
じる。

継
続

○

リ
ス
ト
掲
載
延
べ
冊
数
 
 

図
書
館
/
小
中
学
校
等
配
布
枚
数

夏休
みリス
ト13
冊・
1,000
枚

夏休みの読書のためのリストを作成し配布する。来館
者にも配布し、参考資料になっている。

実績 実施状況と課題

38 子育て教室

就学前児童の保護者や子
育てに関心を持つ人が、
必要な知識を学習する機
会に子どもの読書に関す
る情報の提供を行う。

継
続

○

参
加
人
数

14人
読み聞かせにチャレンジ！、３・４・５才児と、その保護
者を対象として、現役大学生による楽しい読み聞かせ
についての学習機会を提供した

公民館

NO.

35

指
標

平成22年度（2010年）実績

区
分

事業内容
区
分

状
況

事業内容
関係部
局・団
体

放課後こ
どもクラ
ブチーム

37

○すてっ
ぷ
小・中学
校
関係施
設

情報ライブラリー作成のリーフレットを、子どもが自分で選んで持って帰っている　　・親子でそれを元に本を借りている

状
況

（放課後こどもクラブのおはなし会で）・道を歩いていると、「あっ、絵本のおばちゃんだ」「今、帰り？おかえりなさい」「た
だいま」・・絵本の読み聞かせは、人と人とのつながりなんですね。 ・おはなし会の帰り際に「楽しかった。また来てね」子
ども達が、ときどき入り口のドアのところで手をふって見送ってくれます。 ・ストーリーテリング「三枚のおふだ」を語ると指
導員の方が「途中で鳥肌がたってきました」いつも子どもといっしょに楽しんでくださってありがとうございます。

NO. 事業名

関係部
局・団
体

子どもの本や読書に関する情報提供

指
標

平成22年度（2010年）実績

事業名
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実績 実施状況と課題

39
絵本コー
ナーの充実

保健センター等に絵本
コーナーを開設し、健診
時に親子で絵本とふれあ
う機会を提供する。

継
続

○

設
置
箇
所
冊
数

3ヵ所
中部保健センター、庄内保健センター、千里保健セン
ターに設置。健診やクリニックの待ち時間に利用して
いる姿が多い。

健康支
援室
市立図
書館

40
絵本コー
ナーの充実

絵本コーナーの充実、貸
出等、親子がやりとりし
ながら絵本に親しめる環
境をより充実する。

継
続

○

絵
本
の
取
り
替
え
回
数

随時

玄関や部屋のコーナーなど子ども用の机やいすを設
置、じっくりと絵本を読めるように絵本がより身近にあ
る環境設定をおこなった。図書館が身近にあるセン
ターでは絵本の貸出の利用者は尐ない。地域性もあ
るが、絵本の選定入れ替えなど計画的に行ってい
る。《家でもまた読んでほしい》と思う絵本を子どもが
自分でじっくりと選んで借りる場になってきている。

子育て
支援セ
ンター

読書環境の
充実

すてっぷの情報ライブラ
リーの絵本や児童書を充
実し、大人も子どもも身近
に絵本と親しむことができ
るようにする。

継
続

○

お
は
な
し
会
実
施
回
数
/
参
加
延
べ
人

数
24回
910名
参加

情報ライブラリーでは児童書コーナーを設けている。
また、夏休み期間には特別展示で、児童書やブックリ
ストを並べて、大人と子どもが一緒に絵本にふれる機
会をつくっている。
すてっぷ登録団体「おはなし会とっとこ」が、月に２回
(第１、３月曜日)すてっぷロビーのキッズスペースで、
親子を対象とした「絵本の読み聞かせと手あそび」を
実施。絵本と手あそびを通して、豊かな感性を持った
子どもの育成を目指し、親子のふれあいの場とする。
参加人数を増やすこと、読み手の育成が課題であ
る。

42
絵本コー
ナーの充実

図書館と連携し、公民館の
ロビーや保育室にある絵
本コーナーを充実する。

継
続

○
蔵書
冊数

123冊

・公民館で活動をする保護者と一緒に来た子どもが、
自ら絵本を見つけて、嬉しそうにページを広げてみた
り、保護者のところに持って行って、読んでもらってい
る場面を見かける
・絵本棚は、子どもの目線の高さに設置し、興味が持
てるようにするとともに、自分で手軽に取り出せるよう
にしている

公民館

平成22年度（2010年）実績
指
標

事業名 事業内容

41

子ども同士が絵本の読み聞かせあいっこをしている。

区
分

NO.

読書環境の整備

状
況

すてっぷ

関係部
局・団
体

- 24 -  



実績 実施状況と課題

図 書 室 ・ 図
書コーナ ー
の充実、本
のある居場
所づくり、地
域の子ども
と保護者へ
の取り組み

これまで分類上は「図書
室・図書コーナーの充実」
のみであったが、子育て交
流広場での読み聞かせ、
絵本を通して子育てを振り
返るおはなし会、友達との
調べ物、物語から自分を
振り返る人権学習など本
に関わった取組みが増え
ているので、これらを前面
に出して読書への関心へ
とつないでいく。

継
続

○

館
利
用
人
数

館利
用
59,933
人、
ビデオ
77人、
CD22
人、
図書
58人

●図書館が近いので貸出より居場所としての図書室
利用が多い、スペースが小さく貸切状態になるので気
兼ねなく読み聞かせをする親子が多い。
●小学生は、調べ物やプログラムに沿った学習に図
書をよく利用した。パソコンも有るので迷わずインター
ネットを選択する子もいるが、本で調べる経験を勧め
ている。
●蛍池のふれあい月間に蛍池図書館･公民館と「電
車がつなぐ人とまち」を昨年度から継続実施。模型操
作と電車絵本のコーナー、映画上映と原作本の紹介
展示コーナーも設けた。
※読書直結のプログラムは別項目に記載。

蛍池人
権まちづ
くりセン
ター
児童グ
ループ

図 書 室 ・ 図
書コーナ ー
の充実、本
のある居場
所づくり、地
域の子ども
と保護者へ
の取り組み

団体貸出の利用と保護者
等からの絵本のリサイクル
により、図書コーナーの充
実を図る。また、本に囲ま
れた環境の中で学習室と
しても活用を増やすなど、
子どもが本を身近に感じる
環境作りをしていくために
壁装飾の取替えを学期ご
とに行うことを企画してい
く。

継
続

○

館
利
用
人
数

100,59
0人

児童館「本のへや(図書室)」に、小学生向けにジャン
ル別やタイトルの５０音順で絵本を並べている。日頃
は宿題や学習部屋に使っている子どもが多いが、勉
強の合間に絵本や読み物を手にとり読む姿は多い。
また親子のお部屋「うさぎハウス」にも絵本をおき、両
部屋で子どもに読み聞かせる保護者の姿も見られ
る。本を借りたいと希望する子どもがいれば、随時貸
出も行っている。

豊中人
権まちづ
くりセン
ター

図書室・図
書コーナー
の充実

資料の新規購入や団体貸
出の利用により、各施設の
図書室や図書コーナーを
充実し、子どもが身近に本
と親しむことができる環境
を整備する。

継
続

○

児
童
書
所
蔵
冊
数
/
団
体
貸
出

1,964
冊、57
冊

新着絵本を集めて展示を工夫する他、子ども視点の
配架によって、子どもが手に取った本を大人に見せに
行き、一緒に読んで楽しんでいる様子。今後も継続的
に子どもが身近に本と親しむことができる環境を整備
していく。

すてっぷ

図書室・図
書コーナー
の充実

資料の新規購入や団体貸
出の利用、また一般市民
からの寄贈本やリサイクル
本などの活用により図書
コーナーの充実を図る。ま
た、子どもが身近に本と親
しむことができる環境づくり
のために表示板の作成や
壁面構成に努めている。

継
続

○

貸
出
人
数
/
貸
出
冊
数

2,186
人
6,284
冊

館で活動する小・中学生を主に、一般利用者にも貸
出を行っている。　利用時間は９：３０～１７：００
資料購入冊数は年間２００冊程度。資料費の限られ
る中、今後も寄贈本やリサイクル本を活用していきた
い。

庄内尐
年文化
館

図書室・図
書コーナー
の充実

資料の新規購入や団体貸
出の利用により、放課後こ
どもクラブなど各施設の図
書室や図書コーナーを充
実し、子どもが身近に本と
親しむことができる環境を
整備する。

継
続

○

貸
出
校
数
/
貸
出
冊
数

40校
11,498
冊

資料の新規購入と合わせてこどもたちの身近な場所
に本がある環境となっている。

放課後こ
どもクラ
ブチーム

区
分

状
況

NO. 事業名 事業内容

43

関係部
局・団
体

指
標

平成22年度（2010年）実績
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実績 実施状況と課題

44
図書コー
ナーの充実

男女共同参画及び自己尊
重の心を育むことに関する
図書や絵本を充実する。

継
続

○

児
童
書
購
入
数

55冊
継続して購入した結果、利用者の関心も増え利用さ
れている。今後も継続的に男女共同参画及び自己尊
重の心を育むことに関する資料を充実していく。

すてっぷ

45
見学・交流
会

図書室や図書コーナーの
充実と情報交流のため保
育所（園）、幼稚園や他の
施設の訪問や見学を行
い、図書館サービスに関す
る情報提供を行う中で、必
要な支援、連携を実施す
る。

継
続

○

地域交流会の中で小中学校の学校図書館、すこやか
プラザ、すてっぷやとよなか国際交流センターなどの
施設を見学し市内の子ども読書環境の状況を確認す
る機会とした。また民間保育園および私立幼稚園の
職員を対象とした絵本講座を開催し、団体貸出の
サービスの案内などを実施した。

市立図
書館

46
本のある居
場所づくり

「青年の家いぶき」や図書
館などの公共施設に、くつ
ろいで読書や学習ができる
スペースを提供する。

継
続

　○

週２回(水・土　１３時～１７時)開室、小学生や親子連
れで利用する姿が多く見られる。ロビースペースは、
特に長期休暇中に小・中・高校生がロビーで学習する
姿が多くみられる。
子どもを膝に載せての読み聞かせなどふれあいなが
ら図書に親しめる空間づくりや、ロビー机上に新着・
推薦本の紹介、図書室へ誘導するPRなど、あるもの
を活用する工夫が課題である。

青尐年
育成課
市立図
書館

実績 実施状況と課題

47

子ども読書
活動ボラン
ティアの育
成・支援

子育て中の保護者が、就
学前の親子を対象に、絵
本の読み聞かせやパネル
シアター、紙芝居などを行
うボランティア活動を育成・
支援する。

継
続

○ 回数 103回

５ヵ所の地域支援センターで立ち上がったボランティ
アグループで、年に１作品ペープサートづくりをする。
毎月１回定例会を持って作品作りをするなど活動が
継続広がってきている。それぞれの地域の状況に合
わせてサロンで年４回、保育所の誕生会や地域の事
業などで公演活動・発表する機会を持てている。地域
の親子に向けて、絵本の読み聞かせをする機会も増
えている。

子育て支
援セン
ター

48
出前おはな
し会

市民団体・子育てグループ
の子育て支援としてすてっ
ぷの登録団体が読み聞か
せを実施する。

継
続

□ 回数
すてっぷ登録団体「おはなし会とっとこ」がすてっぷ主
催出張講座（千里公民館）のなかで、出前おはなし会
を実施することを検討中。

すてっぷ

49
研修の機会
の提供

登録団体の活動を支援す
るため学習の機会を提供
する。

継
続

□

回
数
/
参
加
延
べ
人
数

すてっぷ登録団体「おはなし会とっとこ」を助成金で支
援。プロの読み手を講師に招き、絵本の読み方を学
習する講座の開催を検討中。

すてっぷ

50 情報の提供
読書活動に関する情報や
おはなしボランティアの活
動場所の提供を行う。

継
続

○
高校
生3名

「英語と親しむつどい」の中で、高校生による大型絵
本を用いた、英語の読み聞かせプログラムを実施。
高校生ボランティアの活動の場を提供した。

公民館

事業名 事業内容

子ども読書活動ボランティアや市民活動団体への支援の充実

NO. 事業名 事業内容
区
分

平成22年度（2010年）実績 関係部
局・団
体

指
標

状
況

平成22年度（2010年）実績 関係部
局・団
体

子ども読書活動におけるネットワークづくりと情報交流の推進

区
分

状
況

指
標

NO.
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実績 実施状況と課題

51 職員研修

子どもに関わる施設の職
員が、子どもの育ちの中で
の読書の大切さを理解す
るための研修を行う。
〔158をご参照ください〕

継
続

○

講
座
実
施
回
数

3回

高川図書館で人権講演会として、文字を読む読書を
することが難しい人のために開発された「ＬＬブック」
（スウェーデン語で「やさしく読める本」）についての講
演会を実施した。さらに講演会終了後、配布されたレ
ジメなどを関連する施設や学校に送付し、情報共有
の機会とした。また市立図書館の人権研修では教育
センターの臨床心理士による発達障害など支援を要
する子ども達に関する講座を開催した。

市立図
書館
職員研
修所
関係施
設

52
指導員研修
会

放課後こどもクラブのおは
なし会活動をより充実した
ものにするために、指導員
に対して読書活動の意義
を伝え、理解を深める取り
組みを行う。

継
続

□

実
施
回
数
/
参
加
人
数

0回
研修会を実施できなかったので、次年度は是非とも
実施したい。

子育て支
援課
市立図
書館

No 事業名 事業内容
区
分

状
況

指
標

実績 実施状況と課題
担当部
局・団
体

追
加

読書直結プ
ログラム

読書と直結した児童館プロ
グラムの中で図書に親し
む機会を創る。

新
規 ○

開
催
回
数
　
/
　
人
数

「本を
楽しも
う」4回
121
人、
「絵本
クラ
ブ」3
回64
人、
「いな
いいな
いばぁ
交流」
3回
141人
「おは
なし
会」10
回313
人

●夏休みプログラムに、低学年は「本を楽しもう」で絵
本の登場人物の個性を味わい、声優マイクの前で朗
読した。当日絵本を画面に映す係やミキサー係も自
主的に分担したので、より多様な役割を設ければよ
かった。高学年は「絵本クラブ」で物語を読んで自分
だったらどう思うかなど気持ちや感想を話し合った。
絵本作りまでを目標にしたが時間が不足した。
●乳幼児親子と小学生の「いないいないばぁ交流」で
は乳幼児親子に向けて、紙芝居を読む。回を重ねる
ごとに緊張がほぐれた。
●子育て交流広場の「おはなし会」では絵本から劇
ごっこにつないだり、子育てを振り返ったりした。

蛍池人
権まちづ
くりセン
ター
児童グ
ループ

事業内容
区
分

子どもに関わる大人への啓発と研修

NO.
状
況

指
標

平成22年度（2010年）実績 関係部
局・団
体

事業名
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